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カナダガン （Branta canadensis）に関する情報（案） 

 

○ 原産地： 北アメリカ 

 

○定着実績：神奈川県（丹沢湖など）や山梨県（河口湖、山中湖など）、静岡県（田貫湖など）、

茨城県（牛久沼など）では、近年まで定着又は現在も定着が確認されている。 

 

○評価の理由 

・ 増殖率が高く、ニュージーランド、ヨーロッパに導入されて爆発的に増加したこ

とが確認されている。 

・ 我が国においても、一部地域で定着が確認されており、野外に定着している個体

を放置すれば、大幅に個体数の増加や分布域の拡大を招く可能性がある。 

・ その場合、在来の種シジュウカラガン（Branta hutchinsii）や他の在来ガン類

と交雑する可能性が危惧されている。 

・ このほか、植物への食害による環境改変や食物をめぐる在来種との競合、農作物

への被害が発生する危険性が考えられる。 

 

○被害の実態・被害のおそれ 

（１）生態系に係る被害 

 在来の種シジュウカラガン（B.hutchinsii）と交雑する可能性が危惧されている。 

 カナダガンが定着している丹沢湖から直線距離で約 30km に位置する相模川に 2008

年、シジュウカラガンが飛来しており(文献①)、交雑の危険性が危惧されている。 

 茨城県牛久沼に定着したカナダガンは別種であるガチョウ（Anser ancer  ver. 

domesticus：ハイイロガンを家禽化したもの）との異種間の交雑個体が生まれてお

り、シジュウカラガン以外のガン類との交雑も危惧される(文献②③)。 

 

（２）農林水産業に係わる被害 

 茨城県牛久沼で生まれたカナダガンとガチョウの交雑個体が水田のイネを食害し

た事例が確認されている（文献③）。 

 

（３）人的及び社会経済に係る被害 

 海外では飼育由来の留鳥化したカナダガンが増加した地域で、草地の過食、水草へ

の食害、水際の土壌流出などが問題となっている(文献④)。 

 分布域であるアメリカでは、都市公園などに定住して渡りをしない個体が急増し、

繁殖期にヒナを守るため人を攻撃する、糞をまき散らすなどの被害が深刻化してい

る(文献④)。 
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○被害をもたらす要因 

（１）生物学的要因 

 自然界での種間交雑については、現状では定かでないが、在来の種シジュウカラガ

ン（B.hutchinsii）や他のガン類と交雑するおそれがある。 

 

（２）社会的要因 

 人為的に持ち込まれ、意図的に放鳥されたと推測されている。 

 

○特徴ならびに近縁種、類似種について 

 国内には、かつて種カナダガン（B.canadensis）の亜種とされていた種シジュウカ

ラガン（B.hutchinsii）が飛来する(文献⑤)。 

 在来の種シジュウカラガンには亜種シジュウカラガン（B.h.leucopareia）と亜種

ヒメシジュウカラガン（B.h.minima）の２亜種が知られている(文献⑤)。 

 

○その他の関連情報 

 増殖率が高く、１ペアが５～７年の間に、50 から 100 個体まで増加する例が知られ

ている(文献⑥)。 

 日本に定着した個体群は亜種オオカナダガン（B.c.mofftti ）と推測されている（文

献⑦）。 

 北ヨーロッパ（スカンジナビア半島等）へは、亜種タイセイヨウカナダガン

（ B.c.canadensis ） が、イギリスへは亜種タイセイヨウカナダガン

（B.c.canadensis ）と亜種オニカナダガン（B.c.maxima ）が導入されたと考えら

れている（文献⑧）。 

 イギリスでは、1953 年にそれまで 3000 羽だったカナダガンが、毎年８％の割で増

加し、1999 年には 82,550－130,000 羽（46 年間に 28～43 倍）にまで増加した(文

献⑧)。 

 過剰に増加したカナダガンによる環境影響事例として、土の踏み固めによる植物の

生育阻害や過剰な採食による裸地化とそれに伴う表土の流出、１羽が１日当たり排

出する 0.7kg もの糞による水質悪化などの影響が知られている（文献⑧）。 

 神奈川県山北町（丹沢湖）の個体群（11 羽）は、2010 年に学術捕獲として９羽が

捕獲され、７羽は動物園にて終生飼育、２羽は標識後放鳥され追跡調査が実施され

ている(文献①)。 

 山梨県富士河口湖町（河口湖）の個体群（約 50 羽）は、2012 年４月より有害鳥獣

捕獲が 2013 年６月までに４回実施され、合計 42 羽が捕獲された(文献⑦)。 

 

○注意事項 
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 在来の種シジュウカラガン（B.hutchinsii）との交雑のほか、被害の実態について、

今後とも科学的知見の集積が望まれる。 

 在来種に対する影響を考慮し、これ以上放鳥すべきでない。 
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